























簡単にふりかえり ，「抗争的交換」論にいたる前史を明らかにする 。２ ．は，抗争交換理論の概
要を検討し，３ ．はこの理論をめぐる論争を紹介する。さらに，４ ．では，この理論をマルクス
の「可変資本節約の論理」の競争市場分析への展開として位置づける 。










































































































































　　 １）コース／ウィリアムソンの企業組織論については，さしあたり ，坂本和一［２２１が参考になる 。
　　２）経済学の体系という問題で，ボウルズは，リチャード ・エドワードとの共著による政治経済学のテ
　　　キスト［９１（１ｓｔ１９８５，２ｎｄ．１９９３）を「第１部　競争，支配，変化」「第２部　資本主義と階級」











































































































































図２　抗争的交換 ：シ ョートサイド権力と階級カテゴリー ［６１ｐ．１９６





















































































































































































































































































































































































































































































　　　ａｎｄ　Ｍａｒｘ１ａｎ　Ｍｏｄｅ１ｓ，” 丁加Ａ舳附伽Ｅ６０〃ｏ舳６ Ｒ舳伽，Ｖｏ１７５，Ｎｏ１（Ｍａｒｃｈ， １９８５）ｐｐ１６－３６
［２１　Ｂｏｗ１ｅｓ，Ｓ．ａｎｄ　Ｈｅｒｂｅｒｔ　Ｇｉｎｔｉｓ，８６んｏｏ伽ｇ加Ｃ砂伽Ｚ赦Ａ舳ぴたｏ， 亙４〃６〃ゴｏ〃ｏＺ　Ｒ４ｏブ刎伽３¢ん６ Ｃｏ〃 一
　　　肋伽肋郷げＥ６０〃ｏ舳たＬ２帖（Ｎ．Ｙ ．， Ｂａｓｉｃ Ｂｏｏｋ ｓ， １９７６）．宇沢弘文訳『アメリカ資本主義と学校教育
　　　　Ｉ ・ｎ』（岩波書店，１９８６～８７年）。
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石川経夫『所得分配』（岩波書店，１９９１年）。
角田修一『生活様式の経済学』（青木書店，１９９２年）。
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久留問鮫三編『マルクス経済学レキシコン（Ｄ競争』（大月書店 ，１９６８年）。
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２２ 立命館経済学（第４３巻 ・第１号）
［２１１置塩信雄『マルクス経済学皿　　資本蓄積の理論』（筑摩書房，１９８７年）。
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（２２）
